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報道関係各位 
 

⼀般社団法⼈中部産業連盟 
 

中産連役員企業を対象とした 
2026年景況予測と企業動向調査を実施 

 
 マネジメント専⾨団体の⼀般社団法⼈中部産業連盟（略称︓中産連・会⻑︓藤岡⾼広・本部︓愛知県名古
屋市東区⽩壁三丁⽬12-13）は、例年、中産連役員企業を対象に翌年の景況予測と企業動向調査を実施して
います。経営環境が激しく変化する時代において、現在から未来に焦点をあて、企業の現状と課題、2026
年の展望などを調査しました。調査結果は、12⽉１⽇発⾏の中産連機関誌『プログレス12⽉号』にて公表
します。 
 

記 
＜調査結果のポイント＞  

※調査結果の詳細は、別添の誌⾯記事または下記ＵＲＬ、ＱＲコードよりご参照ください。 

・⽇本経済についての予測は、「上昇」が 53％、「停滞」が 47％、「下降」はゼロであった。新政権の経
済政策への期待や個⼈消費の底堅さ、トランプ関税の影響が薄れたことや紛争の鎮静化による世界貿易
の安定などをポジティブな要因として挙げる回答があった。⼀⽅、トランプ関税の影響が依然として残
るという⾒⽅や賃⾦上昇や⼈材獲得の難しさを指摘する回答もあった。 

 
・２０２６年の売上⾼は、約６割の企業が「増加」と予測、「減少」はゼロであった。需要の回復と単価ア

ップ（値上げ）の効果があることが⾒て取れた。ただし、原材料やエネルギー、⼈件費の⾼騰の影響が
⼤きく、売上拡⼤の割に利益の増加は低く抑えられた。また、国内だけでは売上拡⼤が難しいという認
識を⽰す回答もあり、海外市場の開拓に注⼒する企業も増えている。 

 
・⼈材確保の⽅法は、「中途採⽤」に注⼒する企業が多い。中途採⽤で良い⼈材を確保することは企業の⼈

材⼒を⾼める重要なポイントとなっているようだ。派遣とパート／アルバイトで「減少」が多く、企業
が慢性的な⼈員不⾜に陥っており、⼀時的・スポット的に⼈材ではなく、⻑く働いてもらえる⼈材を求
めていることが⼀因としてあると推測できる。また、パート／アルバイトや派遣社員の採⽤⼈数が減少
するとした回答の背後には、働き⽅改⾰等で勤務形態をフレキシブルにして、多様な⼈材を正社員とし
て雇いやすくしていることもあると考えられる。 

 
・⾃社のマネジメント課題の上位５項⽬は、①⼈材確保・育成、②中・⻑期ビジョン、③新事業展開、④

IoT・DX・AI、⑤⽣産現場⼒向上であった。⼤きな変動としては、昨年４位の「経営全般」が今年は
10 位となり、代わって「IoT・DX・AI」や「⽣産現場⼒向上」のような､テーマの明確な課題が上位
に浮上した。また、「合理化・効率化」と「組織改⾰」が昨年のランク外から今年はランクインした。マ
ネジメント課題に関する今年のアンケートでは企業の「基礎⼒」に注⽬が集まったといえる。 

 
 

■「2026 年景況予測と企業動向調査」実施概要 
 

調査対象︓中産連役員企業（会⻑、副会⻑、理事、監事、審議役、評議員） 
調査期間︓2025 年 10 ⽉ 15 ⽇〜10 ⽉ 29⽇ 
調査⽅法︓書⾯で依頼、WEB・メール・書⾯で回答 
回答社数︓40 社 
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2026年景況予測と企業動向調査
中産連役員40氏の予測
（中産連役員アンケート集計結果より）

監　修 : 一般社団法人中部産業連盟	 専務理事	 小坂　信之
まとめ :	 上席主任コンサルタント	 橋本　豊

●会長
愛知製鋼株式会社　取締役会長	 藤岡高広

●副会長
大同特殊鋼株式会社　相談役	 嶋尾　正

●理事
愛知電機株式会社　取締役社長	 小林和郎
愛知時計電機株式会社　取締役会長	 星加俊之
中部日本放送株式会社　取締役社長	 升家誠司
イビデン株式会社　取締役経営役員	 鈴木　歩
オーエスジー株式会社　取締役会長兼CEO	 石川則男
リンナイ株式会社　取締役社長	 内藤弘康
敷島製パン株式会社　取締役社長	 盛田淳夫
新東工業株式会社　取締役社長	 永井　淳
太平洋工業株式会社　取締役会長	 小川信也

●監事
株式会社三菱ＵＦＪ銀行　顧問	 中村昭彦

●審議役
中部電力株式会社　取締役会長	 勝野　哲
株式会社大丸松坂屋百貨店　取締役社長	 宗森耕二
興和株式会社　取締役会長兼社長	 三輪芳弘
日本ガイシ株式会社　取締役会長	 大島　卓
日本特殊陶業株式会社　取締役会長	 尾堂真一
岡谷鋼機株式会社　取締役相談役	 岡谷篤一
ＣＫＤ株式会社　取締役会長	 梶本一典
矢崎総業株式会社　執行役員	 細川重夫

●評議員
株式会社アイセロ　取締役副社長	 牧野太宣
旭サナック株式会社　取締役社長	 服部修一
中京テレビ放送株式会社　取締役会長	 伊豫田祐司

株式会社フコク東海　取締役社長	 伊藤幹根
北川工業株式会社　取締役社長	 平川佳浩
三菱電機株式会社中部支社　中部支社長	 真釼康治
名古屋電気株式会社　取締役社長	 伊東万樹也
中村建設株式会社　取締役社長	 中村仁志
株式会社大垣共立銀行　取締役会長	 境　敏幸
清水建設株式会社名古屋支店　常務執行役員名古屋支店長	 坂尾彰信
シヤチハタ株式会社　取締役社長	 舟橋正剛
大豊工業株式会社　取締役社長	 新美俊生
株式会社高木製作所　取締役会長	 髙木龍一
株式会社トーエネック　取締役会長	 藤田祐三
株式会社東郷製作所　取締役社長	 相羽繁生
株式会社東海理化電機製作所　生産統括本部長	 山田英士
東海テレビ放送株式会社　取締役会長	 小島浩資
トヨタ紡織株式会社　取締役社長	 白柳正義
株式会社槌屋　取締役社長	 大原鉱一
ヤマハ発動機株式会社　取締役常務執行役員	 丸山平二

アンケートにご協力いただいた中産連役員（会社名ＡＢＣ順・敬称略）
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は
じ
め
に

　

中
部
産
業
連
盟
（
以
下
、「
中
産
連
」）
で
は

毎
年
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
中
産
連

役
員
を
対
象
に
翌
年
の
経
済
予
測
と
自
社
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

２
０
２
６
年
の
日
本
経
済
を
中
産
連
役
員
の
方
々

が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
を
お
聞
き
し
、
そ

の
上
で
自
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
い
る
。

　

今
回
も
自
由
記
入
を
含
め
て
40
社
よ
り
有
効

回
答
を
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
と
と
も
に
回
答
企
業
の
来
年
度
に

向
け
た
課
題
認
識
と
施
策
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

Ⅰ
・
日
本
経
済
に
関
す
る
予
測

1
・
２
０
２
６
年
の
景
気
予
測

　

２
０
２
６
年
の

日
本
経
済
に
つ
い
て

の
予
測
は
、
有
効

回
答
40
社
の
う
ち
、

「
上
昇
」
が
53
％
、

「
停
滞
」
が
47
％
、

「
下
降
」
は
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
（
図
表
１
）。

楽
観
的
な
見
方
が

優
勢
で
あ
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
新
政

権
の
経
済
政
策
へ
の
期
待
や
個
人
消
費
の
底
堅
さ

と
い
っ
た
国
内
要
因
の
明
る
い
材
料
を
指
摘
す
る

回
答
が
あ
り
、
ま
た
海
外
要
因
と
し
て
ト
ラ
ン
プ

関
税
の
影
響
が
薄
れ
た
こ
と
や
紛
争
の
鎮
静
化
に

よ
る
世
界
貿
易
の
安
定
な
ど
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要

因
と
し
て
挙
げ
る
回
答
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
が
依
然
と
し

て
残
る
と
い
う
見
方
や
賃
金
上
昇
や
人
材
獲
得
の

難
し
さ
を
指
摘
す
る
回
答
も
あ
り
、
上
昇
で
は
な

く
停
滞
を
予
測
す
る
回
答
も
半
数
近
く
あ
っ
た
。

　

以
下
、
個
別
回
答
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

（
１
）「
上
昇
」
の
理
由

●
賃
上
げ
の
定
着
に
よ
る
個
人
消
費
の
拡
大
。

人
手
不
足
対
応
、
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
に
向
け
た
構

造
的
な
投
資
意
欲
の
拡
大
。

●
Ａ
Ｉ
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
が
活
況
。

●
物
価
高
や
関
税
の
影
響
は
あ
る
が
、
世
界
的

に
経
済
は
成
長
傾
向
に
あ
り
、
日
本
国
内
の

消
費
や
企
業
収
益
性
は
底
堅
い
。

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
等
の
紛
争
沈
静
化
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
世
界
貿
易
の
安
定
化
へ
。

●
内
需
の
強
さ
が
外
需
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
相
殺

し
、
景
気
の
「
底
割
れ
は
回
避
」
さ
れ
、
緩
や

か
な
が
ら
も
回
復
基
調
を
維
持
す
る
と
予
測
。

（
２
）「
停
滞
」
の
理
由

●
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
如
何

で
は
不
動
産
市
場
を
中
心
に
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
人
手
不
足
。

●
国
内
で
は
少
数
与
党
に
よ
る
政
権
の
不
安
定

さ
、
国
外
で
は
ア
メ
リ
カ
の
関
税
引
き
上
げ

に
よ
る
世
界
経
済
の
減
速
や
不
確
実
性
の
高

ま
り
に
よ
り
、
想
定
以
上
に
伸
び
悩
む
リ
ス

ク
も
あ
り
得
る
。

●
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
台
数
停
滞
、
新
製
品
の
受
注
停
滞
。

●
円
安
傾
向
に
加
え
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
原
材

料
コ
ス
ト
、
労
務
費
の
上
昇
に
よ
り
企
業
経
営

に
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
。

2
・
２
０
２
６
年
の

	

日
本
経
済
に
関
す
る
見
解

　

景
気
動
向
に
関
係
な
く
、
２
０
２
６
年
の
日

本
経
済
に
関
し
て
自
由
な
記
述
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
以
下
の
４
つ
の
観
点
か
ら
の
回
答
が

目
立
っ
た
。

①
新
政
権
へ
の
期
待

②
国
際
情
勢
や
為
替
、
国
内
の
政
治
情
勢
な

ど
、
事
業
環
境
の
不
安
定
さ

③
人
材
確
保
の
難
し
さ

④
Ａ
Ｉ
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
浸
透
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
意
見
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
）

　

や
は
り
、
新
政
権
へ
の
期
待
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
期
間
が
ち
ょ
う
ど
新
政
権

発
足
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
由

記
述
で
も
そ
こ
に
注
目
し
期
待
す
る
回
答
が
多

か
っ
た
。
一
方
で
、
高
市
政
権
の
経
済
政
策
に

つ
い
て
は
期
待
す
る
声
が
多
い
も
の
の
、
政
局

が
不
安
定
化
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
あ
る
よ
う

だ
。
同
時
に
、
少
子
高
齢
化
や
労
働
人
口
の
減

少
と
い
う
国
内
の
構
造
的
な
問
題
を
指
摘
す
る

図表１
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声
も
あ
り
、
経
済
政
策
に
つ
い
て
新
政
権
が
難

し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
す
る
回
答
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
全
体
と
し

て
は
新
政
権
に
期
待
す
る
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
米
国
と
中
国
の
景
気
動
向
、
米
国
の
保

護
主
義
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど
海
外
の
情
勢
に
関

し
て
懸
念
す
る
回
答
も
あ
っ
た
。
事
業
環
境
が
悪

化
す
る
の
か
好
転
す
る
の
か
は
、
海
外
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
２
０
２
６
年
も
引
き
続
き
分
断
さ
れ

た
世
界
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
不
確
実
性
は
解
消

さ
れ
な
い
と
答
え
て
い
る
回
答
が
一
定
数
あ
っ
た
。

　

人
材
確
保
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
回
答
も

多
か
っ
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に

２
０
１
０
年
代
か
ら
深
刻
化
し
て
い
た
も
の
が
、

人
材
の
高
齢
化
に
よ
る
技
能
消
失
の
リ
ス
ク
と
併

せ
て
企
業
に
と
っ
て
「
待
っ
た
な
し
」
の
問
題
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す

る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題
」
に
お
い
て
も
「
人
材

確
保
・
育
成
」
は
過
去
５
年
以
上
に
わ
た
っ
て
常

に
上
位
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
は
Ａ
Ｉ
が
本
格
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
に

応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ａ
Ｉ
活
用
が
定
着

し
た
年
と
な
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は

２
０
２
６
年
は
Ａ
Ｉ
活
用
の
バ
ラ
色
な
将
来
ば
か

り
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
が

表
面
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
回
答
は
「
Ａ
Ｉ
バ
ブ

ル
の
崩
壊
」
を
心
配
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に

は
す
べ
て
の
回
答
者
が
２
０
２
６
年
に
は
何
か
し

ら
の
分
野
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

後
述
す
る
「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と
い
う
事
態

を
乗
り
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
の
産
業
全
体

に
と
っ
て
の
大
き
な
試
練
で
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

以
下
、
い
く
つ
か
の
個
別
意
見
を
掲
載
す
る
。

●
新
た
に
誕
生
し
た
自
維
連
立
政
権
に
は
、
日

本
経
済
が
成
長
を
取
り
戻
す
起
点
と
な
る
政

策
運
営
を
期
待
し
た
い
。

●
政
府
の
積
極
財
政
と
物
価
上
昇
を
背
景
に
、

「
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
」
が
本
格
的
に
定
着

す
る
か
問
わ
れ
る
重
要
な
年
だ
と
考
え
る
。

●
ト
ラ
ン
プ
関
税
や
政
局
不
安
に
よ
る
一
喜
一

憂
が
あ
り
な
が
ら
停
滞
、
ま
た
人
手
不
足
に

よ
る
供
給
不
足
も
あ
り
、
大
き
な
成
長
は
期

待
で
き
な
い
。

●
米
国
、
中
国
の
景
気
影
響
、
関
税
リ
ス
ク
な

ど
で
景
気
は
軟
調
に
推
移
す
る
。

●
米
国
の
保
護
主
義
的
な
政
策
と
い
う
大
き
な
逆

風
を
、
内
需
と
構
造
改
革
の
力
で
乗
り
切
れ
る

か
と
い
う
「
耐
性
」
が
試
さ
れ
る
年
に
な
る
。

●
Ａ
Ｉ
バ
ブ
ル
崩
壊
の
可
能
性
が
あ
る
。

●
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
力
と
Ａ
Ｉ
と
の
協
働
に

よ
る
モ
ノ
づ
く
り
力
強
化
へ
の
変
革
。

Ⅱ
・
自
社
の
動
向
予
測

１
・
売
上
高
の
増
減
予
測

　

約
６
割
の
企
業
が
２
０
２
６
年
の
売
上
高
を

「
増
加
」
と
予
測
し
て
い
る
。
残
り
は
「
横
ば
い
」

で
、「
減
少
」
と
い
う
回
答
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
（
図

表
２
）。「
増
加
」
の
理
由
と
し
て
は
、
需
要
の
回

復
と
単
価
ア
ッ
プ
（
値
上
げ
）
の
効
果
が
あ
る

こ
と
が
自
由
記
述
の

回
答
か
ら
見
て
取
れ

る
。ま
た
、「
横
ば
い
」

に
つ
い
て
は
、
関
税

の
影
響
や
中
国
経
済

の
回
復
の
遅
れ
、
市

場
の
先
行
き
不
透
明

感
が
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
原
材
料

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人

件
費
の
高
騰
は
売
上
拡
大
の
割
に
利
益
の
上
昇
が

抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
国
内
だ

け
で
は
売
上
拡
大
が
難
し
い
と
い
う
認
識
を
示
す

回
答
も
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
海
外
市
場
の
開

拓
に
注
力
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

　

以
下
に
、「
増
加
」、「
横
ば
い
」
の
理
由
に
つ

い
て
の
個
別
意
見
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
示
す
。

（
１
）「
増
加
」
の
理
由

●
拡
販
に
よ
る
売
上
増
を
目
指
し
て
い
る
。

●
消
費
者
の
生
活
防
衛
意
識
は
引
き
続
き
高
い

と
思
わ
れ
る
が
、
２
０
２
５
年
に
実
施
し
た

値
上
げ
が
適
正
に
浸
透
す
れ
ば
応
分
の
売
上

増
加
は
見
込
め
る
。

●
自
動
車
の
生
産
は
堅
調
に
推
移
す
る
と
予
測

さ
れ
る
。

●
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
鈍
化
と
Ｈ
Ｅ
Ｖ
／
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
復

調
に
よ
り
、
若
干
増
加
を
見
込
む
。

●
景
気
回
復
に
伴
う
需
要
増
。

図表２
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（
２
）「
横
ば
い
」
の
理
由

●
自
動
車
の
生
産
台
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
米
国
関
税
の
影
響
お
よ
び
中
国
市
場
の

動
向
は
先
行
き
不
透
明
の
た
め
。

●
人
手
不
足
が
継
続
、
物
価
高
に
よ
る
購
買
意

欲
の
低
下
に
よ
り
景
気
は
鈍
化
す
る
。

●
東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
不
透
明
感
。

●
国
内
外
の
不
透
明
感
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。

●
売
上
増
を
見
込
め
る
よ
う
な
新
製
品
が
不
足
。

２
・
経
常
利
益
の
増
減
予
測

　

経
常
利
益
に
つ

い
て
は
「
減
少
」
の

回
答
が
11
％
あ
っ
た

（
図
表
３
）。
売
上
に

関
し
て
は
減
少
が
な

く
、「
増
加
」
の
回

答
が
58
％
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
経
常
利

益
で
は
「
増
加
」
が

42
％
し
か
な
く
「
減

少
」
が
11
％
あ
っ
た

の
は
、
昨
年
と
同
様
、
原
材
料
や
人
件
費
の
高
騰

の
影
響
を
考
慮
し
た
予
測
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
海
外
を
含
め
た
新
市
場
の
開
拓
や
新
事

業
開
発
は
、
既
存
事
業
・
既
存
市
場
で
の
取
引
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
拡
大
よ
り
も
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か

る
こ
と
が
多
く
、
新
事
業
開
拓
や
新
事
業
開
発
に

よ
っ
て
売
上
を
拡
大
す
る
意
図
を
持
っ
た
企
業
に

と
っ
て
は
、
コ
ス
ト
増
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
意
図
を
持
っ
た
活
動

で
の
コ
ス
ト
増
は
悪
い
コ
ス
ト
増
で
は
な
く
、
あ

る
意
味
で
挑
戦
の
代
償
で
あ
り
、
飛
躍
の
た
め
に

必
要
な
痛
み
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

経
常
利
益
予
測
に
関
す
る
個
別
意
見
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）「
増
加
」
の
理
由

●
拡
販
と
原
価
低
減
の
推
進
に
よ
る
競
争
力
強
化
。

●
価
格
転
嫁
の
効
果
が
見
込
め
る
。

●
自
動
車
・
産
機
需
要
低
迷
や
半
導
体
回
復
遅

れ
等
あ
る
も
回
復
に
期
待
。

●
原
材
料
費
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
高
付
加
価
値
商
品
の
販
売
強
化
と
原
価
改

善
な
ど
合
理
化
の
推
進
で
増
益
を
見
込
む
。

●
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
収
益
改
善
活
動
の

成
果
。

（
２
）「
横
ば
い
」
の
理
由

●
海
外
事
業
が
堅
調
に
推
移
。

●
資
材
高
騰
は
吸
収
で
き
る
が
、
競
争
激
化
に

よ
り
前
年
並
み
。

●
毎
年
、
事
業
規
模
に
見
合
っ
た
投
資
を
行

い
、
適
正
利
益
を
確
保
す
る
よ
う
計
画
。

●
米
国
関
税
の
影
響
と
内
部
費
用
の
増
加
。

●
利
益
率
の
高
い
新
製
品
を
見
込
め
て
い
な
い
。

●
原
価
や
経
費
な
ど
コ
ス
ト
上
昇
は
続
く
。

（
３
）「
減
少
」
の
理
由

●
人
件
費
や
経
費
増
加
分
を
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
。

●
消
費
者
の
節
約
思
想
を
考
慮
す
れ
ば
何
度
も

価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
原
材
料
や

燃
料
価
格
の
高
騰
、
人
件
費
の
増
加
分
を
吸

収
で
き
ず
に
減
益
の
予
測
。

●
為
替
の
影
響
、
労
務
費
の
高
騰
、
原
材
料
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
。

３
・
事
業
投
資
に
つ
い
て

　

事
業
投
資
に
つ
い
て
は
、
図
表
４
に
あ
る
よ
う
に

「
増
加
」が
50
％
、「
横
ば
い
」が
45
％
、「
減
少
」は
５
％

で
あ
っ
た（
昨
年
：「
増
加
」
50
％
、「
横
ば
い
」
36
％
、

「
減
少
」
14
％
）。
気
に
な
る
の
は
投
資
の
中
身
で
あ

る
が
、
図
表
５
で
そ
れ
を
確
認
で
き
る
。

　

重
点
投
資
分
野
と
し
て
は
、「
Ｉ
Ｔ
投
資
」

が
22
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
人
材
投
資
」

（
21
％
）、「
設
備
投
資
」（
19
％
）、「
研
究
開
発

投
資
」（
18
％
）
が
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
続
い
て
い

る
（
人
材
投
資
と
Ｉ
Ｔ
投
資
に
つ
い
て
は
後
に

詳
し
く
見
て
い
く
）。
一
方
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

に
つ
い
て
は
３
％
と
回
答
が
少
な
か
っ
た
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
に
関
連

す
る
コ
ン
セ
プ
ト
や
ツ
ー
ル
は
最
近
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
お
い
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
投
資
の
回
答
が
最
も
多
い

図表３

図表４

図表５
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こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　

事
業
投
資
に
つ
い
て
の
個
別
意
見
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

●
イ
ン
ド
事
業
の
展
開
。

●
生
産
能
力
増
強
、
Ｄ
Ｘ
化
推
進
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
投
資
増
加
。

●
人
手
不
足
に
よ
る
省
人
化
投
資
（
Ａ
Ｉ
、
設

備
な
ど
）
。

●
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
は
、
変
化
の
激
し
い

市
場
に
対
応
で
き
る
「
人
材
」
の
育
成
と
確
保

が
最
重
要
。
ま
た
、
競
争
優
位
性
を
確
立
す
る

た
め
に
は
「
Ｉ
Ｔ
」
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化

と
新
た
な
価
値
創
造
が
不
可
欠
。
さ
ら
に
、
将

来
の
事
業
の
柱
を
築
く
た
め
の
「
研
究
開
発
」

へ
の
投
資
も
継
続
的
に
強
化
し
て
い
く
方
針
。

●
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
取
り
組
み
、
伸
長
す
る
海
外

事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
行
し
た
い
。

●
自
動
車
の
技
術
革
新
や
電
動
化
に
追
従
す
る

新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
が
急
務
。
そ
の
生

産
に
要
す
る
設
備
等
の
拡
張
も
必
要
。

４
・
人
材
投
資
に
つ
い
て

　

人
材
投
資
に
つ
い
て
は
、「
減
少
」
と
い
う
回
答

は
な
く
、「
増
加
」が
51
％
、「
横
ば
い
」が
49
％
と
な
っ

た
（
図
表
６
）。「
減
少
」
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
と

併
せ
て
考
え
る
と
、
人
材
育
成
へ
の
意
欲
は
引
き

続
き
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
個
別

の
記
述
回
答
で
は
人
材
不
足
や
人
材
獲
得
が
難
し

い
こ
と
で
、
２
０
２
６
年
の
人
員
を
減
少
と
予
測
す

る
回
答
も
あ
っ
た
。

　

人
材
採
用
に
関

し
て
は
、「
増
加
」

の
回
答
は
中
途
採

用
で
多
か
っ
た
（
図

表
７
）。
昨
年
も
中

途
採
用
を
増
加
さ

せ
る
と
い
う
回
答

は
多
く
（
回
答
割

合
43
％
）、
中
途
採

用
で
良
い
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は

企
業
の
人
材
力
を

高
め
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
派

遣
と
パ
ー
ト
／
ア

ル
バ
イ
ト
で
「
減

少
」
が
多
い
こ
と

は
、
企
業
が
慢
性

的
な
人
員
不
足
に

陥
っ
て
い
て
、
一

時
的
・
ス
ポ
ッ
ト

的
に
人
材
で
は
な

く
、
長
く
働
い
て

も
ら
え
る
人
材
を

求
め
て
い
る
こ
と

が
一
因
と
し
て
あ

る
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
／
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
社
員
の

採
用
人
数
が
減
少
す
る
と
し
た
回
答
の
背
後
に

は
、
働
き
方
改
革
等
で
勤
務
形
態
を
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
し
て
、
多
様
な
人
材
を
正
社
員
と
し
て
雇
い

や
す
く
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
材
確
保
の
難
し
さ
は
、
今
年
度
の
人
材
確
保

状
況
（
図
表
８
）
と
２
０
２
６
年
度
の
人
員
予
測

（
図
表
９
）
の
回
答
結
果
に
表
れ
て
い
る
。
今
年

度
の
人
材
確
保
状
況
で
は
、「
想
定
を
上
回
っ
て

い
る
」
と
い
う
回
答
は
ゼ
ロ
で
、「
想
定
を
下
回
っ

て
い
る
」と
い
う
回
答
が
51
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

２
０
２
６
年
度
の
人
員
予
測
で
は
「
増
加
」
が

25
％
あ
っ
た
も
の
の
「
減
少
」
も
19
％
あ
っ
た
。

　

人
員
確
保
に
関
し
て
重
視
し
て
い
る
点
、
課

題
と
考
え
て
い
る
点
に
関
す
る
個
別
意
見
の
い

く
つ
か
を
以
下
に
示
す
。

●
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
と
技
術
革
新
を
け
ん

引
す
る
人
材
獲
得
と
育
成
。

●
キ
ャ
リ
ア
採
用
の
強
化
、
離
職
率
の
抑
制
。

●
社
会
人
経
験
者
も
積
極
的
に
採
用
を
行
っ
て

い
る
が
想
定
よ
り
少
な
い
。

●
事
業
戦
略
推
進
に
必
要
な
人
材
の
確
保
、
人

材
の
質
と
数
の
確
保
が
課
題
。

●
新
卒
採
用
の
不
足
を
経
験
者
採
用
や
派
遣
登

用
、
外
国
人
な
ど
採
用
の
多
様
化
で
補
う
。

図表６

図表８

図表９

図表７
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５
・
設
備
投
資
に
つ
い
て

（
１
）
設
備
全
般
に
対
す
る
投
資
に
つ
い
て

　

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、「
横
ば
い
」
が
46
％

で
最
も
多
か
っ
た
（
図
表
10
）。

　

設
備
投
資
の
内
訳
は
、「
生
産
設
備
の
更
新
」

が
35
％
と
最
も
多
く
、「
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
」（
27
％
）
が
そ
れ
に
続
い
た
（
図
表
11
）。

（
２
）
設
備
投
資
の
地
域
（
国
内
・
海
外
）

　

国
内
と
海
外
で

見
る
と
、「（
国
内
・

海
外
）
ど
ち
ら
も

積
極
的
」
と
い
う

回
答
は
28
％
で
、

「
国
内
（
の
み
）」

は
41
％
、「
海
外
（
の

み
）」
は
３
％
で

あ
っ
た
（
図
表
12
）。

　

海
外
で
の
生
産
・

研
究
開
発
の
重
点

は
「
成
熟
技
術
製

品
」
が
70
％
で
大

き
な
割
合
を
占
め

た
。
成
熟
技
術
製

品
と
は
、
既
存
事

業
で
現
在
の
収
益

の
柱
と
な
っ
て
い

る
主
要
製
品
と
言

い
換
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
つ
ま
り
、

成
熟
技
術
製
品
に

重
点
を
置
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、

海
外
で
稼
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
図
表
13
で

見
る
よ
う
に
海
外
の
位
置
づ
け
が
生
産
拠
点
と

い
う
よ
り
は
、
販
売
先
と
い
う
認
識
で
あ
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

海
外
展
開
に
関
し
て
は
「
市
場
ニ
ー
ズ
の
大
き

さ
」
の
回
答
が
46
％

で
最
も
多
か
っ
た

（
昨
年
：
44
％
）。「
国

内
市
場
規
模
の
縮

小
」（
14
％
）
と
併

せ
て
、
生
産
拠
点
と

し
て
よ
り
も
市
場

と
し
て
海
外
を
評

価
し
、
展
開
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
表
14
）。

６
・
Ｉ
Ｔ
投
資
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｔ
投
資
に
つ
い

て
は
、「
増
加
」
が

58
％
、「
横
ば
い
」

が
42
％
で
、
Ｉ
Ｔ
へ

の
投
資
意
欲
が
高
い

こ
と
が
見
て
と
れ
る

（
図
表
15
）。
今
年

（
２
０
２
５
年
）
は

経
済
産
業
省
が
提

示
し
た
「
２
０
２
５

年
の
崖
」に
あ
た
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
れ
ば
、
老
朽
化
し
、
一
部
の
担

当
者
し
か
知
ら
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
レ

ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
が
放
置
さ
れ
る
と
、
２
０
２
５
年

以
降
に
年
間
で
最
大
12
兆
円
の
損
失
が
発
生
す
る
。

こ
れ
を
「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と
い
う
。

　

企
業
は
古
い
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
（
Ｄ

Ｘ
化
）
す
る
こ
と
で
、
経
営
判
断
へ
の
情
報
活

用
が
格
段
に
進
み
、
人
材
を
古
い
シ
ス
テ
ム
の

保
守
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
デ
ー
タ
活
用

の
新
し
い
形
を
追
求
で
き
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
Ｉ
Ｔ
投
資
の
回
答
が
多
か
っ
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

Ａ
Ｉ
活
用
を
含
め
た
Ｉ
Ｔ
投
資
は
後
述
す
る

よ
う
に
「
攻
め
（
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
、

生
産
性
の
向
上
）」
と
「
守
り
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
対
策
）」

の
両
面
で
の
投
資
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
投
資
で
実
現
し
た
い
こ
と
で
は
、「
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
」（
28
％
）、「
生
産
性
の
向

上
」（
20
％
）、「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化
」（
20
％
）
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
16
）。

図表10

図表11図表12

図表13図表14

図表15
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最
も
回
答
の
多

か
っ
た
「
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
効

率
化
」
は
、
こ

れ
ま
で
は
部
門

内
部
の
個
別
最

適
に
留
ま
る
こ

と
も
多
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い

が
、
今
後
は
部

門
を
横
断
す
る

業
務
プ
ロ
セ
ス

の
効
率
化
に
よ

る
顧
客
価
値
の
向
上
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
増
大
に

主
眼
が
置
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｉ
Ｔ
投
資
の
中
で

も
特
に
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
い
た
。
Ａ

Ｉ
活
用
で
優
先
し
た
い
分
野
を
複
数
回
答
で
答
え

て
も
ら
っ
た
結
果
、製
造
、営
業
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

事
業
開
発
、
間
接
部
門
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
挙

げ
ら
れ
た
（
図
表
17
）。
た
だ
し
、「
最
も
優
先
し

た
い
分
野
」
に
つ
い
て
は
、
間
接
部
門
で
活
用
し

た
い
と
い
う
回
答
が
41
％
と
多
か
っ
た
（
図
表
18
）。

Ⅲ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題

１
・
自
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
題

（
１
）
今
年
の
結
果

　

27
項
目
の
中
か
ら
２
０
２
５
年
の
自
社
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
題
の
上
位
５
項
目
を
特
定
し
て
い
た

だ
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
集
計
し
た
。
今
年
の
上
位
５

項
目
は
、①
人
材
確
保
・
育
成
、②
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
、
③
新
事
業

展
開
、
④
Ｉ
ｏ

Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
、

⑤
生
産
現
場
力

向
上
で
あ
っ
た

（
図
表
19
）。

　

こ
の
中
で
Ｉ
ｏ

Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ

に
着
目
し
て
一
昨

年
、
昨
年
の
結

果
と
今
年
の
結

果
を
併
せ
て
見

て
み
る
と
、
一
昨

年
は
９
位
（
た

だ
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
）、
昨
年
は

７
位
、
そ
し
て
今

年
は
４
位
と
ラ

ン
ク
を
上
げ
て
お

り
、
昨
今
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
・
Ａ

Ｉ
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
（
図
表
20
）。

2
・
２
０
２
６
年
は
自
社
に
と
っ
て

	

ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
か

　

最
後
に
２
０
２
６
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
か
に
つ
い
て
、
多
数
の
回
答
を
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
以
下
に
紹
介
す
る
。

●
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
中
間
点
で
あ

図表16

図表17

図表19

図表20

図表18
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り
、
勝
負
の
年
に
し
た
い
。
（
愛
知
製
鋼
㈱
）

●
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
次
中
期

へ
向
け
た
起
点
の
年
と
な
る
。
ま
だ
ま
だ
不

確
実
性
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
と
想
定
す
る

が
、
将
来
の
成
長
に
向
け
た
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
変
革
を
確
実
に
進
め
て
い
く
。

（
大
同
特
殊
鋼
㈱
）

●
５
ヵ
年
の
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
８
」
の

中
間
地
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
設
備
投
資

の
成
果
を
発
揮
し
て
い
く
年
に
す
る
。
（
愛

知
電
機
㈱
）

●
従
来
の
放
送
ビ
ジ
ネ
ス
の
再
価
値
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
収
益
の
柱
を
創
出

し
、
地
域
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
テ
ン
ツ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
地
域
社
会
の

経
済
や
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
邁

進
す
る
。
（
中
部
日
本
放
送
㈱
）

●
新
工
場
を
含
め
た
生
産
性
向
上
に
よ
る
受
注
拡

大
、
市
場
開
拓
の
実
現
。
（
イ
ビ
デ
ン
㈱
）

●
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組
み
は
、
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
と
考
え
る
。
ガ
ス
以

外
へ
の
対
応
も
強
化
し
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

応
し
た
商
品
で
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
地

球
環
境
に
貢
献
で
き
る
企
業
と
し
て
評
価
さ

れ
る
年
と
し
た
い
。
（
リ
ン
ナ
イ
㈱
）

●
新
た
な
事
業
領
域
の
枠
組
み
の
も
と
、
国
内
外

グ
ル
ー
プ
会
社
と
“
心
を
一
つ
に
し
て
”
成
長

に
向
け
て
実
行
す
る
年
。
（
新
東
工
業
㈱
）

●
中
期
経
営
計
画
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

－

26
」
達

成
の
目
途
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、
達
成
に

向
け
た
施
策
を
着
実
に
実
行
す
る
年
と
し
た

い
。
（
太
平
洋
工
業
㈱
）

●
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
は
、
今
年
度
か
ら
新
た

な
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
。
新
中
計
で

は
、
「
分
断
」
の
中
で
お
客
さ
ま
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

「
つ
な
ぐ
」
存
在
と
な
る
こ
と
で
「
世
界
が

進
む
チ
カ
ラ
に
な
る
。
」
と
い
う
パ
ー
パ
ス

（
存
在
意
義
）
の
実
現
を
目
指
す
。
世
の
中

の
変
化
を
先
取
り
し
、
お
客
さ
ま
の
課
題
に

寄
り
添
い
共
に
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
お
客

さ
ま
や
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
に
変
化
を
恐
れ
ず
、
自
ら
変
わ
り
続

け
、
未
来
を
切
り
拓
く
強
い
銀
行
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
全
行
員
一
丸
と
な
り
進
ん
で

い
く
。
（
㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）

●
物
価
高
に
よ
る
店
舗
運
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
消

費
マ
イ
ン
ド
の
鈍
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
依
存
の

リ
ス
ク
な
ど
複
合
的
な
要
因
に
よ
り
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
「
売
上
の
回
復
＝
業
績
の
回
復
」
と
は
な

ら
ず
、
コ
ス
ト
上
昇
に
耐
え
な
が
ら
、
収
益
性

を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課
題
と
な

る
。
（
㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
）

●
社
会
情
勢
の
変
化
を
好
機
と
し
、
コ
ア
・
ア

セ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
価
値
創
出
へ
の

挑
戦
を
通
し
て
、
地
球
を
輝
か
せ
る
企
業
で

あ
り
続
け
る
。
（
日
本
特
殊
陶
業
㈱
）

●
将
来
（
中
長
期
）
の
国
内
外
事
業
環
境
変
化
が

徐
々
に
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
予
測
も
で
き
る

年
に
な
る
の
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て
積
極

的
に
挑
戦
し
、
投
資
も
行
う
な
ど
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
年
と
し
た
い
。
（
岡
谷
鋼
機
㈱
）

●
新
製
品
拡
販
、
新
市
場
開
拓
が
効
果
的
に
機

能
す
る
特
に
重
要
な
年
に
な
る
。
（
旭
サ

ナ
ッ
ク
㈱
）

●
テ
レ
ビ
業
界
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
と

人
権
意
識
の
向
上
、
そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

に
お
け
る
社
会
貢
献
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
テ
レ
ビ
離
れ
を
嘆
く
前
に
、
会
社
の
礎

と
し
て
そ
う
し
た
３
つ
の
柱
を
し
っ
か
り
と

作
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
「
や
は
り
テ

レ
ビ
局
は
面
白
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
、
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生

み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
は
発
想
力
。
Ａ
Ｉ
に
聞
く
前

に
、
考
え
抜
い
て
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
し
て
い
く
人
材
が
求
め
ら
れ
る
、
そ
の
傾

向
が
年
を
追
う
ご
と
に
強
ま
っ
て
い
く
と
考

え
る
。
（
中
京
テ
レ
ビ
放
送
㈱
）

●
皆
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
会
社
全
体
を
大

き
く
変
革
す
る
年
と
し
た
い
。
（
㈱
フ
コ
ク

東
海
）

●
現
中
計
最
終
年
の
結
果
を
出
す
と
と
も
に
、

創
業
80
周
年
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る

年
。
（
北
川
工
業
㈱
）

●
確
か
な
成
長
へ
邁
進
す
る
一
年
。
（
三
菱
電

機
㈱
中
部
支
社
）

●
国
内
経
済
は
、
物
価
高
と
賃
上
げ
鈍
化
に
よ

り
景
気
高
は
望
め
な
い
の
で
は
。
米
国
、
中

国
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
情
勢
の
動
き
や
株

式
、
為
替
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
こ
と

と
、
人
手
不
足
感
は
続
く
が
、
人
材
投
資
は

慎
重
に
見
極
め
て
、
業
務
効
率
化
を
図
り
企

業
力
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
（
名
古
屋
電

気
㈱
）
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●
長
年
、
環
境
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

を
標
榜
し
て
い
る
中
、
脱
炭
素
を
は
じ
め
と

し
た
環
境
面
へ
の
取
り
組
み
支
援
を
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
柱
と
し
て
構
築
す
る
一
年
と
し

た
い
。
（
中
村
建
設
㈱
）

●
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る
成
長
戦
略
、
人
材

戦
略
、
経
営
基
盤
強
化
戦
略
の
も
と
、
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。
（
㈱
大
垣
共
立
銀
行
）

●
若
年
入
職
者
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題

で
は
あ
る
が
、
加
え
て
現
在
の
従
事
者
に
対

す
る
働
き
方
の
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
育

児
・
介
護
世
代
の
制
度
改
正
、
シ
ニ
ア
世
代

の
再
雇
用
や
処
遇
の
改
善
、
外
国
人
労
働
者

の
登
用
や
教
育
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
と
働
き
が
い
の
あ
る
業
界
と
な
る
よ
う
、

努
力
を
続
け
て
い
く
年
と
し
た
い
。
（
清
水

建
設
㈱
名
古
屋
支
店
）

●
お
か
げ
さ
ま
で
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
次
の
１
０
０
年
を
第
二
の
創
業

期
と
位
置
づ
け
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て

「
し
る
し
の
価
値
」
を
追
求
し
、
さ
ら
な
る
挑

戦
を
続
け
て
い
き
た
い
。
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
㈱
）

●
中
長
期
に
わ
た
る
成
長
を
目
指
し
、
そ
の
第

一
歩
を
刻
む
有
意
義
な
一
年
と
し
た
い
。

（
㈱
高
木
製
作
所
）

●
中
期
経
営
計
画
２
０
２
７
の
実
現
に
向
け
、
Ｃ

Ｎ
や
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
人
材
の
確

保
・
育
成
の
強
化
を
柱
に
、
受
注
高
や
収
益
の

さ
ら
な
る
底
上
げ
を
行
う
年
に
な
る
。
電
力
・

通
信
イ
ン
フ
ラ
や
工
場
・
商
業
施
設
の
空
調
・

屋
内
線
工
事
と
い
っ
た
強
み
と
な
る
領
域
の
さ

ら
な
る
収
益
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
的
な

成
長
を
目
指
し
て
い
く
。（
㈱
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
）

●
生
産
性
向
上
を
掲
げ
、
社
員
が
働
き
や
す
く
活

力
に
満
ち
た
職
場
環
境
整
備
を
進
め
、
魅
力

あ
る
会
社
を
目
指
す
。
（
㈱
東
郷
製
作
所
）

●
今
ま
で
以
上
に
変
化
が
進
む
年
。
グ
ロ
ー
バ

ル
で
政
治
も
絡
ん
だ
経
済
環
境
、
市
場
環
境

も
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
な
か
、
こ

れ
に
対
応
で
き
る
変
動
に
強
い
現
場
力
を
磨

き
、
ど
ん
な
環
境
変
化
が
あ
っ
て
も
即
応
で

き
る
強
く
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
生
産
体
制
整
備

を
進
め
る
。
ま
た
、
進
め
る
う
え
で
Ｄ
Ｘ
、

生
産
技
術
の
革
新
も
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
が
で
き
る
人
材
育
成
を
地
に
足
を
つ
け

て
進
め
る
。
（
㈱
東
海
理
化
電
機
製
作
所
）

●
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を

増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
明
る
く
前
向
き
な
力

で
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
背
骨
で
あ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
つ

な
が
り
な
が
ら
、
共
感
と
フ
ァ
ン
の
輪
を
さ
ら

に
広
げ
て
い
く
。
（
東
海
テ
レ
ビ
放
送
㈱
）

●
自
動
車
業
界
は
Ｃ
Ｎ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
展
、

地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
、
依
然
と
し

て
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
こ
う
し
た
環
境

変
化
を
成
長
の
機
会
と
捉
え
、
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
、
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す

る
。
（
ト
ヨ
タ
紡
織
㈱
）

●
創
業
75
年
を
迎
え
、
改
め
て
原
点
に
立
ち
返

り
、
自
ら
の
「
殻
」
を
打
ち
破
る
一
年
と
し

た
い
。
（
㈱
槌
屋
）

●
２
０
２
５
年
は
関
税
影
響
や
コ
ス
ト
増
に
よ

り
減
益
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
一

方
で
自
動
車
産
業
は
各
社
同
様
の
状
況
で
あ

り
、
当
社
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
。
将
来
の

成
長
に
向
け
た
布
石
を
打
つ
重
要
な
年
に
な

る
と
考
え
る
。
（
ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
）

お
わ
り
に

　

２
０
２
５
年
の
日
本
経
済
は
、
ト
ラ
ン
プ
関

税
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
内
需
の
底
堅
さ
に
支

え
ら
れ
、
通
年
で
は
回
復
基
調
を
維
持
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
６
年
は
現
在
の
基
調
が
継
続
し
て

緩
や
か
な
成
長
が
続
く
と
い
う
見
方
が
大
勢
を

占
め
て
い
る
。
一
方
で
、
原
材
料
や
人
件
費
の

上
昇
、
人
材
不
足
が
企
業
の
成
長
の
重
石
に
な

り
か
ね
な
い
と
い
う
見
方
も
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
将
来
予
測
の
な
か
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ｄ

Ｘ
・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
分
野
へ
の
投
資
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
人
材
へ
の
投
資
を
増

加
す
る
と
い
う
回
答
が
半
数
あ
り
（
あ
と
の
半
数

は
「
横
ば
い
」）、
人
材
育
成
の
た
め
の
投
資
も
継

続
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
Ｉ

Ｔ
と
人
材
、
Ａ
Ｉ
と
人
材
と
い
う
形
で
Ｉ
Ｔ
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
つ
つ
、
人
材
の
能
力
を
最
大
限
に
活

か
し
て
収
益
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
多
く
の

企
業
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
産
連
と
し
て
も

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
を
通

じ
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
お
忙
し
い
な
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
中
産
連
役
員
の
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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